
210725       猪高の森自然観察会  2021年 7月報告書 

猪高の森自然観察だより  7月号  

開催日時：２０２１年 7月 25日（日）  9：30～12：00   天候：晴時々曇り 

テーマ：セミとの出会いと夏の虫 

参加人数・構成： 一般 1５名 （うち NACS-J指導員 3名）、小学生以下２名 

コース：森の集会所 → 塚ノ杁池畔（通過） → シダレザクラの里 → こもれび池 →  

     シダレザクラの里 → 塚ノ杁池堰堤 → 林の中 → 森の集会所 

 

連日３３℃以上の最高気温が続き、熱中症情報が天気予報で告げられています。 

７月になり、セミの声が聞かれ始めたと思ったら、今はもう大合唱。そんな中での会でした。 

 

こんな観察会でした 

  セミの抜け殻を使って、種類の見分け方、雄雌の見分け方を最初に参加者の方々に覚えて 

 頂き、コースの中で見つけた抜け殻がどの種類か分かるようになれば・・の観察会です。 

 画像は下見や他の日の見られた７月のものも含んでいます。 

 

集会所の広場にて  

  この近くで見られる代表的な 3種のセミの説明から、 

    ・ニイニイゼミ：泥だらけで小さい。 

    ・クマゼミ：裏返すと足の間にヘソ(といっている突起物)があ   

     る。大きい。 

    ・アブラゼミ：クマゼミに似ているがヘソがない。 

                              などなど。 

  次に、あらかじめ確認しておいた集会所近くの木で、抜け殻 

 探しをしました。子ども達は目線が違うのか。見つけるのが早 

い！ 

準備しておいた、３種の抜け殻と比べて、種類の確認です。 

朝、捕まえてきたクマゼミのオスも見てもらい、鳴くための「腹  

弁」も確認しました。メスの抜け殻は産卵管のもとになる部分が 

 ありますがそれも見ました。 

最後に希望者にはオスのクマゼミを持ってもらい、持ち方の 

練習です。（虫の苦手な方は勿論免除！ごめんなさいね。） 

 少数ながら、ここにはミンミンゼミもいるとのことです。見つけたり、聞いたりしたら教えてくださ

い。 

さあ！いつも通り出発！ 

    春に比べて咲いている花の種類はグーンと少なくなりますが、咲いているのを見ると何だ 

かホットなするのは私だけでしょうか。 

    ６月号で葉の香りを比べた、クサギとヘクソカズラが咲いています。花はこんなにも可愛い

１本の木にこんなに抜け殻が付い

ているのも・・・。白いのはニイニ

イゼミの抜け殻です。 



くて美しいのに名前は・・。不公平感抜群です（個人の感想です。念のため・・。）。 

   

 

 

  

    

   

シダレザクラの里からこもれび池にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クサギの花：白くて良い香りを放ちます。 

チョウトンボ 

ひらひら飛ぶのでこの名前 

チョウトンボ 

名前の通り、ひらひら飛びます。 

オオシオカラトンボ 

羽根の付け根の黒い模様がポイントです。 

 

コシアキトンボ 

特徴は腰の白い帯 

ショウジョウトンボ 

アカトンボの仲間ではありません。 

ヘクソカズラの花：別名サオトメカズラ 



 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

      

     

 

腹部の先が青色のイトトンボたちです。 

ギンヤンマ 

 

オオアオイトトンボ 

シオカラトンボの交尾 

 

 

クロイトトンボ 

アジアイトトンボ アオモンイトトンボ 



こんなに違うトンボのオスとメスの装い 

トンボはオスとメスの色が異なる種類が沢山あります。調べるときは注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塚ノ杁池の堰堤から林の中へ 

 

        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショウジョウトンボのオス（左）とメス（右） 

オオシオカラトンボトンボのオス（左）とメス（右） 
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  木陰の中の白い花たち。しばらくの間、暑さを忘れます。 

 

今回のハプニングは大きなナナフシモドキ！？ 

  子ども達が振った補虫網に偶然にも入った 

 ナナフシモドキの成虫に、本人たちも周りの大人 

たちもビックリ！なんと立派な大きな個体です。 

 今回一番のハプニングでした。 

 

7月にはこんな自然とも出会えます                                        

 花の咲く植物 

  アレチハナガサ、ヤナギハナガサ、クチナシ、 

  イソノキ、ゴンズイ、アカメガシワなど 

 実が育っている植物 

  コナラ・アラカシなどドングリの実る木々、カキ、 

  ソヨゴ、キイチゴの仲間、エゴノキ、シャシャン 

ボ、クチナシ、ゴンズイ、ムクノキなど 

 鳥の仲間 

  キジバト、ウグイス（声だけかも）、ヒヨドリ、キビ 

タキ（声だけかも）、シジュウカラ、ツバメ、スズ 

 メ、ハシブトガラス、など 

 チョウの仲間 

   アオスジアゲハ、モンキアゲハ、ナミアゲハ、クロアゲハ、ナガサキアゲハ、キタキチョウ 、

モンシロチョウ、ヒメウラナミジャノメ、ヒカゲチョウなど 

 甲虫の仲間 

   いろいろ 

 

 さて、クイズです。 

  童謡「とんぼのめがね」には、３種のトンボが出てきます。 

   １番：水色のめがねのトンボ 

   ２番：ぴかぴかめがねのトンボ 

   ３番：あかいろのめがねのトンボ 

      それぞれどの種類のトンボでしょうか？ 

      そもそも、作詞された方の想像で、対応する種類が

いないのでしょうか？ 

    なんて考えるのも楽しいと思いますがいかがでしょう。  

 

 毎回、何か新しい発見とハプニングがあります。一緒に歩き

ませんか？   

 次回は  9月 26日（日） （８月の観察会はお休みです） 

ニホンマムシ 

アオダイショウ 

ミツバアケビの若い実 

収穫の頃にはまず無い 



テーマ：秋の七草探し・秋のトンボ （の予定にな

っていますが、「稲穂🌾たわわの稔りの棚田とバ

ッタたち」 がメインになりそうです。トンボはなか

なか捕まりにくいし・・・・） 

 

  稲穂が風になびく、近辺では見ることができな

くなった黄金色の棚田を見に行きましょう。 

 道中には秋の花々も咲いています。 

 

 朝 9：30～ 森の集会所集合です。 

                                                         

 

 <お知らせ> 

 なごや生きもの一斉調査 2021  テントウムシ編 参加者募集！ 

    開催日：９月２３日（木・祝）～２６日（日） 

    詳しくは、広報なごや ８月号 または なごや生物多様性保全活動協議会事務局 

                                  （TEL 052－700－7792） 

                                                     まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ジュウサンホシテントウ キイロテントウ 


